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ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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4.15
ラ 県内外から145人が出場
ンニングバイクで駆け抜けたよ

　げんき館おおぶちで、3月17日㈰に「第３回ランニング
バイクげんき館おおぶちカップ」が行われました。大会
は、３歳、４歳、５～６歳の３つのクラスで行われ、市内
外から合計145人が出場しました。晴天の下、グラウンド
に作られた特設コースを元気いっぱい駆け抜けました。
各クラスの入賞者は次のとおり（敬称略）。

２ 沿道に広がる春の景色を楽しんで
日間かけ48㎞を歩きとおす

　３月２６日㈫から２７日㈬にかけて第１９回２１世
紀・青少年チャレンジウオークが行われ、小学4年生
から中学3年生までの参加者５０人が市内４８㎞を歩
きました。初日は「げんき館おおぶち」を出発し、東
部スポーツ公園「グリーンフィールド八女」、渡内公
園などを経由し県立ふれあいの家南筑後までの２６㎞
を歩き、同施設に宿泊。2日目は筑後広域公園などを
経由して「おりなす八女」までの２２㎞、全行程４８
㎞のコースをみんなで励まし合いながら歩きとおしま
した。子どもたちは沿道に咲く桜や菜の花などを見て
歩き、自然あふれるふるさと八女の自然を満喫しまし
た。また、コース上にはさまざまな「チャレンジ課題」
が設定されており、みんなで力を合わせて課題を解
決しながら、学校や学年の垣根を超えて交流を深めま
した。参加者からは「初めて会う人ばかりだったけれ
ど、宿泊を含めた2日間で仲よくなれました。友達が増
えて楽しかったので、また来年も参加したい」との感
想が寄せられました。

優勝 準優勝 第３位
3 歳児クラス 牛田　燈 柴田  真帆 坂田　湊
4 歳児クラス 後藤  優羽 三戸  獅音 濱野  日菜

5 ～ 6 歳児クラス 井手  陽一朗 小江  凜太郎 綾部  琥太郎
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平
成
31
年
度
は
、「
第
４
次
八

女
市
総
合
計
画・後
期
基
本
計
画
」

の
４
年
目
、「
八
女
市
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
５
年

目
と
な
り
ま
す
。
目
標
に
対
す
る

指
標
の
進
捗
状
況
を
検
証
し
な
が

ら
、
具
体
的
な
成
果
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
林
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
担
い
手
や
若
者
が
将

来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

「
稼
げ
る
農
林
業
」
の
実
現
に
向

け
、
生
産
性
を
高
め
、
新
た
な
市

場
・
販
路
の
開
拓
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
前
古
賀
地
区
等
の
工
業

団
地
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
安
定

し
た
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
八
女
伝
統
本
玉
露
を

は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
需
要
拡

大
と
ブ
ラ
ン
ド
化
、
林
業
６
次
産

業
化
に
つ
い
て
は
国
の
地
方
創
生

関
連
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
新
た
に
、
保
育
所
待
機
児
童
解

消
の
た
め
の
保
育
人
材
の
育
成
お

よ
び
確
保
の
強
化
、
農
業
と
福
祉

の
連
携
事
業
の
推
進
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
活
動
の
促
進
に

よ
り
、
し
ご
と
づ
く
り
関
連
事
業

を
加
速
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
八
女
の
暮
ら
し
や
す
さ
や
仕
事

体
験
な
ど
の
情
報
を
県
内
外
へ
発

信
し
、
市
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ

を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
へ
の

居
住
希
望
者
の
住
居
確
保
・
住
宅

購
入
の
た
め
の
経
済
的
な
支
援
、

特
に
若
年
世
帯
に
は
家
賃
等
の
支

援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
子
ど

も
を
安
全
で
安
心
な
環
境
の
中
で

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
育
料
の
軽
減
や
子
ど
も
医
療
費

助
成
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
い
ま
す
。
新
た
に
、
産
前
・

産
後
サ
ポ
ー
ト
、
子
育
て
相
談
支

援
事
業
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
事

業
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
通
じ

て
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
健
や

か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
施
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
で
あ
っ
て
も
地

域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
特
有
の
資
源
の
活
用

と
将
来
の
安
全
安
心
を
得
る
た
め

の
生
活
基
盤
整
備
が
重
要
で
す
。

　
生
活
道
路
等
の
継
続
し
た
整
備

は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
・
安
心
を
支

え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
援

し
ま
す
。
新
た
に
危
険
空
家
対
策

や
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
な
ど

に
よ
り
地
域
力
を
高
め
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
各
地
域
の
交
流
人

口
の
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
今

後
も
各
地
域
で
、
地
域
資
源
・
地

域
特
性
を
生
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
星
野
地
域
念
願

の
合
瀬
耳
納
ト
ン
ネ
ル
が
昨
年
12

月
８
日
に
完
成
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
黒
木
地
域
の
き
の
こ
村
の
整

備
、
立
花
地
域
の
道
の
駅
た
ち
ば

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
上
陽
地
域
の

ほ
た
る
と
石
橋
の
館
改
修
、
矢
部

地
域
の
八
女
津
媛
神
社
周
辺
整
備

を
進
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
で
、
各
地
域
の
魅
力
的
な
観

光
集
客
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
、
広
域
交
流
・
観
光
客
数
の
増

加
を
図
り
、
市
内
全
域
で
の
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
大
韓
民
国
の
巨コ
ジ
ェ済
市
、
奈
良
県

吉
野
町
お
よ
び
静
岡
県
吉
田
町
等

と
の
都
市
間
交
流
事
業
は
、
ま
ち

づ
く
り
、
産
業
、
教
育
、
文
化
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
活
発
な
交

流
を
進
め
な
が
ら
、
互
い
に
学
び

あ
い
、
地
域
づ
く
り
に
生
か
す
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
の
抱
え

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
基

本
設
計
・
実
施
設
計
に
着
手
し
ま

す
。
市
庁
舎
は
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、

災
害
時
に
は
防
災
対
策
本
部
と
し

て
、
市
民
の
安
全
を
守
る
重
要
な

施
設
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
50
年
先
を
見
据
え
、
さ

ら
な
る
本
市
の
発
展
の
た
め
の
礎

と
な
る
新
庁
舎
の
建
設
を
進
め
ま

す
。

　
一
方
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
財
政
状

況
の
中
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題

に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
・
安

定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
た
め
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
市
の
将
来
を
見
通
し
ま
す
と
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で

す
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ
の

課
題
に
対
処
し
、
人
口
減
少
の
克

服
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
道

筋
を
つ
け
、
地
盤
を
し
っ
か
り
と

固
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
礎

を
築
く
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆

さ
ま
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
っ

て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
そ
の

希
望
が
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
届
く
よ
う
全
力
を
注
い

で
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
31
年
度　

施
政
方
針

３
月
定
例
議
会
で
行
わ
れ
た
三
田
村

市
長
の
施
政
方
針
演
説
の
内
容
で
す

し
ご
と
づ
く
り
の
施
策

ひ
と
づ
く
り
の
施
策

ま
ち
づ
く
り
の
施
策

市
の
将
来
に
夢
と
希
望
を

新
庁
舎
建
設

50
年
先
を
見
据
え
、市
政
の
礎

い
し
ず
えを
築
く
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平成31年度
一般会計予算は364億4,400万円

八女市の財政状況をお知らせします

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３
６
４
億
４
４
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
繰
越

事
業
を
合
わ
せ
る
と
３
７
７
億
円
を
超
え
る
予
算
規
模
と
な

り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
事
業
費
な
ど
の
特
別
会
計
の
予

算
総
額
は
１
９
１
億
８
１
０
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
水
道

事
業
会
計
予
算
総
額
は
９
億
８
４
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
女
市
で
は
市
の
財
政
状
況
を
年
２
回
、
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
平
成
31
年
度
予
算
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
簡
素

化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財
政
事
情
」
は
、
財
政
課
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

364億4,400万円の内訳歳 入

市税
67億5,129万円

（18.5％）

自主財源
29.8％

 繰入金　
25億5,865万円
　　　（7.0％）

その他
15億3,460万円

（4.3％）

依存財源
　70.2％

地方交付税
119億9,856万円

（32.9％）

国県支出金
73億9,495万円
　　　（20.3％）

　市債
41億4,205万円
　　　（11.4％）

その他
20億6,390万円
　（5.6％）

364億4,400万円の内訳
歳 出

歳出を性質別にみると…
民生費
129億9,482万円
　（35.7％）

総務費
45億1,278万円
　（12.4％）

　土木費
44億7,914万円
　（12.3％）

　公債費
36億5,637万円
　（10.0％）

　教育費
28億9,980万円
　（8.0％）

　衛生費
27億1,167万円
　　　　（7.4％）

農林水産業費
24億3,760万円
　　　　（6.7％）

消防費
12億7,591万円

（3.5％）

商工費
10億8,985万円（3.0％）

　　　その他
　3億8,606万円
　　　　（1.0％）

費目 金額（割合）
扶助費 71 億 5,718 万円（19.7％）
普通建設事業費 56 億 929 万円（15.4％）
物件費 52 億 5,962 万円（14.4％）
人件費 48 億 6,163 万円（13.4％）
補助費等 47 億 1,981 万円（13.0％）
繰出金 41 億 2,594 万円（11.3％）
公債費 36 億 5,676 万円（10.0％）
その他 10 億 5,376 万円（2.8％）
合計 364 億 4,400 万円（100%）
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平成 31年度の予算は「364 億 4,400 万円」

場
産
業
・
観
光
の
振
興
と
地
域
資

源
を
生
か
し
た
新
産
業
創
出
、
雇

用
の
確
保

◦
新
規
就
農
促
進
支
援
事
業
＝

９
６
２
５
万
円

◦
八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事

業
＝
３
９
０
０
万
円

◦
新
規
創
業
者
お
よ
び
新
事
業
展
開
補

助
事
業
＝
８
０
０
万
円

◦
「
道
の
駅
た
ち
ば
な
」
食
の
ス
ペ
ー
ス

等
新
築
事
業
＝
２
億
９
８
２
３
万
円

　「
道
の
駅
た
ち
ば
な
」
の
敷
地
内
に
、

来
場
者
の
た
め
の
休
憩
室
や
飲
食
テ
ナ
ン

ト
等
の
食
の
ス
ペ
ー
ス
と
、
６
次
産
業
化

の
促
進
に
よ
る
魅
力
的
な
商
品
開
発
を

推
進
す
る
た
め
の
農
産
加
工
室
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

適
で
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
基
盤
づ
く
り
と
都
市
機
能
の

充
実

◦
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業
＝７６

６
２
万
円

◦
道
路
・
河
川
改
良
事
業
＝

　

17
億
８
０
６
５
万
円

◦
防
災
対
策
事
業
＝
３
３
８
４
万
円

◦
老
朽
危
険
家
屋
等
除
却
推
進
事
業
補

助
金
＝
３
０
０
万
円

　
空
き
家
の
問
題
を
解
決
し
、
生
活
環

境
の
保
全
や
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
老
朽
危
険
家
屋
に

対
す
る
解
体
費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◦
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
対
策
事
業
費
補
助

金 

＝
１
０
９
万
円

　
災
害
発
生
時
に
通
学
路
や
避
難
路
の

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
倒
壊
の

危
険
性
が
高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用

に
対
し
て
、
一
部
助
成
を
行
い
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◦
消
防
関
係
施
設
設
備
等
整
備
事
業
＝

６
９
２
１
万
円

と
自
然
に
や
さ
し
く
、
暮
ら
し
や

す
い
生
活
空
間
づ
く
り

◦
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
＝
４
８
７
万
円　

◦
若
年
世
帯
家
賃
等
支
援
補
助
事
業
＝

６
９
９
０
万
円

◦
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
支
援
事
業
＝

５
３
４
４
万
円

◦
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
＝

１
億
１
６
９
８
万
円

子
・
高
齢
社
会
に
対
応
し
、
自
分

ら
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

◦
ひ
き
こ
も
り
対
策
推
進
事
業
＝

５
３
３
万
円

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
人
の
相
談
窓

口
・
機
関
の
情
報
発
信
や
支
援
拠
点
づ
く

り
お
よ
び
相
談
支
援
体
制
の
整
備
を
行

い
、
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
親
の
会
、
適

応
指
導
教
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図
り
な

が
ら
、
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

個
別
支
援
、
自
立
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
農
福
連
携
推
進
事
業
＝
１
０
０
万
円

　
農
業
に
お
け
る
担
い
手
確
保
や
耕
作

放
棄
地
の
活
用
と
福
祉
に
お
け
る
障
が
い

者
の
所
得
向
上
や
働
く
場
の
確
保
と
い
う

双
方
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
農
業

と
福
祉
の
連
携
を
図
り
、
適
し
た
人
材
や

作
業
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
農
福
連
携
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
利
用
者
支
援
事
業
（
母
子
保
健
型
）
等

＝
８
８
０
万
円

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
渡
る
、
切
れ

目
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

育
児
等
の
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
保
健
師

等
に
よ
る
き
め
細
か
な
相
談
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
産
前
・
産
後
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
各
種
が
ん
検
診
委
託
事
業
＝

７
１
９
７
万
円

平
成
31
年
度
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
第
4
次
八
女
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
基
本
目
標
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す

快

人

地

少

道の駅たちばなの食のスペース（イメージ）

子育て世代包括支援センター（イメージ）
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特別会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険事業費 84億7,476万円

簡易水道事業費 2億2,454万円

住宅新築資金等貸付事業費 205万円

下水道事業 12億4,933万円

介護保険事業費 79億9980万円

後期高齢者医療 10億7730万円

農業集落排水事業 8,163万円

矢部診療所 6,354万円

黒木町串毛財産区 77万円

黒木町木屋財産区 731万円

水道事業 9億8,418万円

▼平成31年度特別会計予算

八女市の財政状況をお知らせします

◦
や
め
っ
こ
夢
祝
金
支
給
事
業
＝

３
２
２
８
万
円

◦
や
め
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
子
ど
も
応
援
手
当
支

給
事
業
＝
６
６
０
万
円

◦
路
線
バ
ス
通
学
定
期
補
助
事
業
＝

１
１
２
２
万
円

◦
北
山
保
育
所
建
築
事
業
＝

４
億
３
３
９
５
万
円

　
築
40
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
た
市
立
北
山
保
育
所
の
園
舎
の
建
替

え
を
行
い
ま
す
。
現
保
育
所
の
隣
接
地
に

新
園
舎
を
建
築
し
、
新
た
な
耐
震
基
準

を
満
た
し
た
安
全・安
心
な
環
境
を
整
え
、

地
域
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

民
と
と
も
に
歩
み
、
市
民
と
と
も

に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

◦
庁
舎
建
設
事
業
＝
６
９
８
５
万
円

　
２
０
２
３
年
の
供
用
開
始
を
目
標
に
、

昨
年
度
策
定
し
た
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
等
に
基
づ
き
、
新
本
庁
舎
の
基
本
設

計
お
よ
び
実
施
設
計
（
２
か
年
度
間
）、

地
質
調
査
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
地
域
活
性
化
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

事
業 

＝
３
０
０
万
円

　
八
女
市
限
定
で
使
え
る
電
子
地
域
通

貨
を
新
た
に
発
行
し
、
そ
の
流
通
に
よ

る
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
流
通
さ
せ
る
た
め
の
体

制
お
よ
び
電
子
的
な
基
盤
づ
く
り
を
検

討
し
ま
す
。

◦
都
市
交
流
事
業
＝
７
４
３
万
円

き
る
力
の
育
成
と
豊
か
な
心
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り

◦
学
力
向
上
推
進
事
業
＝
９
７
８
４
万
円

◦
入
学
祝
金
事
業
＝
３
９
５
９
万
円

◦
八
女
市
奨
学
金
＝
１
４
１
２
万
円

◦
矢
部
地
区
小
中
学
校
校
舎
等
整
備
事

業
＝
２
億
７
８
３
８
万
円

　
矢
部
地
区
の
小
中
一
貫
教
育
（
義
務
教

育
学
校
開
設
）
に
向
け
て
、
小
学
校
部

分
の
校
舎
建
設
お
よ
び
既
設
中
学
校
の
一

部
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

◦
中
学
校
空
調
設
置
事
業
＝

１
億
５
２
５
０
万
円

生

市

▼一般会計市債・基金残高の推移

注：平成29年度までは決算、平成30・31年度は見込み

（単位：億円）

市債残高

基金残高

281 273 277

274 280

218 219
203

192 171

400

H27

300

200

100

0 H28 H29 H30 H31

安全･安心な保育環境を整えます（写真は福島保育園）
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平成 31 年度
高齢者用肺炎球菌予防
接種対象者のお知らせ

①対象年齢＝平成３２年３月３１日現在

６５歳 昭和 29年4月2 日～昭和30年4 月1日生

７０歳 昭和 24年4月2 日～昭和25年4 月１日生

７５歳 昭和 19年4月2 日～昭和20年4 月１日生

８０歳 昭和 14年4月2 日～昭和15年4 月1日生

８５歳 昭和 9年4月2 日～昭和10年4 月1 日生

９０歳 昭和 4年4月2 日～昭和5年4 月1 日生

９５歳 大正 13年4月2 日～大正14年4 月1日生

100 歳 大正 8 年４月2日～大正 9年４月1日生

②平成 31年 3 月31日の時点で年齢が 100 歳以上の人

③ 60 歳以上 65 歳未満の人で、心臓、腎臓もしくは
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
に機能の障害（障害者手帳１級相当）を有する人

市民税非課税世帯、生活保護世帯の人は接種の際に
次のいずれかを持参してください。
① 高齢者予防接種費用免除証明書※有効期限内

② 介護保険負担限度額認定証（黄緑色）※有効期限内
③ 後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定

証（白色）※有効期限内
④生活保護受給証明書

　
助
成
券
（
若
草
色
）
が
な
い
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
助
成

券
は
、
市
か
ら
対
象
者
に
４
月
下
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

◦
対
象
者
＝
左
上
表
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
自
費
の
場
合

も
含
め
、
過
去
に
１
回
で
も
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

◦
接
種
期
間
＝
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

◦
接
種
回
数
＝
１
回

◦
自
己
負
担
額
＝
３
５
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
接
種
の
前

に
左
下
表
の
い
ず
れ
か
を
医
療
機
関
に
持
参
す
る
と
、
費
用

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
発
行
場
所
等
く
わ
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
接
種
場
所
＝
県
内
の
受
託
医
療
機
関
（
事
前
予
約
し
て
く

だ
さ
い
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎
２
３・１
２
０
１
）

予防接種は、感染症を予防する大切なもので
す。該当する人は、体調の良いときに接種しま
しょう。

※自費の場合も含め、過去に１回でも接種を受けた人
は公費での助成は対象外です。

◦
開
庁
日
＝
５
月
１
日
㈷

◦
開
庁
時
間
＝
８
時
30
分
～

17
時
15
分

◦
業
務
を
行
う
窓
口
＝
本
庁

市
民
課
市
民
係

◦
取
り
扱
い
業
務

▽
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど

の
住
民
異
動
受
付
（
た
だ
し
、

市
民
係
以
外
の
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
）

▽
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄

抄
本
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
の
交
付

▽
印
鑑
登
録
の
受
付

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票

の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
の
各
種
証
明
書
が
取
得

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
証
明

書
に
よ
っ
て
は　

取
得
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
住
民
票
の
写
し
は
、
電
話
予

約
や
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ふ
く
お
か
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
、
時
間
外
や
休
日
に

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
詳
細
は
市
民
課
市
民
係
（
☎

２
３
・
１
１
１
５
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

5月 1日㈷に、
市民課市民係の
窓口業務
を行います

市民課市民係（☎２３・１１１５）

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に
、

５
月
１
日
㈷
に
、
本
庁
の

み
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

元号が「令和」に変
る処理を行うため、4
月 24 日㈬は証明書
コンビニ交付サービ
スを 1日停止します。
市民課（☎ 23・1115）
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八
女
新
茶
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
八
女
商
工
会
議
所
、
福
岡

県
茶
業
青
年
の
会
等
）
主
催
に

よ
る
第
４
回
八
女
新
茶
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
八
女

の
特
産
品
で
あ
る
八
女
茶
を
広
く

内
外
に
周
知
し
、
観
光
資
源
と
し

て
地
域
振
興
へ
と
つ
な
げ
る
た
め

に
開
催
す
る
も
の
で
す
。
会
場
で

は
新
茶
・
お
茶
を
使
っ
た
お
菓
子

の
販
売
の
ほ
か
、
お
茶

の
お
い
し
い
淹
れ
方
教

室
や
手
揉
み
茶
の
実
演

が
行
わ
れ
ま
す
。
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
女
新
茶
ま
つ
り

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
10
時
～

17
時
※
悪
天
候
の
場
合
は
５
月

６
日
㉁
に
順
延

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
駐

車
場
内
特
設
会
場
、
八
女
市
鉄

道
公
園

◦
駐
車
場
＝
八
女
農
業
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド

◦
内
容
＝
▽
八
女
新
茶
の
試
飲
・

販
売
▽
お
茶
の
お
い
し
い
淹
れ
方

教
室
▽
八
十
八
夜
新
茶
の
販
売
・

予
約
受
付
（
数
量
限
定
）
▽
第

４
回
八
女
茶
娘
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ

ス
ト
開
催
▽
マ
ル
シ
ェ
（
食
の
屋

台
、
カ
フ
ェ
、
和
・
洋
菓
子
の
店
、

百
円
茶
屋
な
ど
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会

議
所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
／

O
２
２
・
５
１
６
４
） 

八
女
商
工

会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://

w
w

w.yam
ecci.or.jp/   

八女新茶まつり

新茶の接待や、楽しい
イベントが盛りだくさん！

福岡ソフトバンクホークスと八女市は、平成 26 年７月２日に「地域連
携協定」を締結しました。本年も市民の皆さんをヤフオクドームで行
われるホークス戦にご招待します。
◦配布枚数＝おひとり２枚まで（先着順でなくなりしだい終了）
◦配布会場＝社会教育課社会教育係（☎ 23・1318）
／総合体育館（☎ 24・1230）／おりなす八女（☎ 22・5332）
／黒木支所総務課（☎ 42・1111）／立花支所総務課（☎ 23・5142）
／上陽支所総務課（☎ 54・2211）／矢部支所総務課（☎ 47・3111）
／星野支所総務課（☎ 52・3112）
※「おりなす八女」「総合体育館」での配布は 4 月 23 日㈫からです。

ホークス観戦 チケットプレゼント！
がんばれ！福岡ソフトバンクホークスYAME  ×  HAWKS

八女市と福岡ソフトバンク
ホークスによる地域連携事業

招待試合
日　程

月　日 開始時間 対戦チーム
５月　６日 ( 休 ) １３：００ オリックス
５月１０日 ( 金 ) １８：００ 千葉ロッテ
５月１５日 ( 水 ) １８：００ 埼玉西武

※このチケットは引換券となっていますので、観戦当日ヤフオクドーム
５ゲート横の「引換窓口」にて入場券と引換えのうえ、入場ください。
※なお、入場券の座席位置は福岡ソフトバンクホークス㈱指定となり、
引換え時に席位置の希望はお受けできません。

4月22日㈪ 9時から
配布開始

©SoftBank HAWKS

第４回

　

八
女
茶
発
祥
の
地 

霊
巌
寺
で
５
月
２
日
㉁
、

八
女
市
・
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
・
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
茶
業
部
会
黒
木
支
部
の
主
催
に
よ
る
献
茶
祭

を
行
い
ま
す
。
皇
風
煎
茶
礼
式
に
よ
る
献
茶
を
行

い
、茶
祖 

栄
林
周
瑞
禅
師
の
遺
徳
を
称
え
し
の
び
、

あ
わ
せ
て
今
後
の
茶
業
振
興
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

◦
行
事
＝
献
茶
、
茶
山
唄
奉
納
、
野
点
茶
席
（
９

時
30
分
～
14
時
）、
新
茶
の
販
売

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

第
56
回

「
献
茶
祭
」

日
時
＝
５
月
２
日

㉁
10
時
～

場
所
＝
霊
巌
寺

（
黒
木
町
笠
原
）
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毎
日
を
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
、
食
生
活
で
大
事
な
こ
と
は

３
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
で

す
。
そ
の
中
で
も
朝
食
は
最
も
大

切
で
す
。

　
人
の
体
は
、
朝
起
き
て
光
を
浴

び
、
朝
食
を
食
べ
る
こ
と
で
体
内

時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
毎

日
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ

と
で
、
代
謝
の
良
い
状
態
が
つ
く

ら
れ
、１
日
を
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
朝
食
に
よ
っ
て
脳
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
送
ら
れ
る
と
、
午
前
中
の

集
中
力
が
変
わ
り
、
勉
強
や
仕
事

の
効
率
が
上
が
り
ま
す
。
さ
ら
に

体
の
動
き
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て

自
然
と
体
を
動
か
し
た
く
な
る
の

で
、
減
量
や
血
糖
値
、
血
圧
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
有
効
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

◦
穀
類
を
必
ず
と
る

　
ご
は
ん
や
パ
ン
な
ど
の
穀
類

で
、
糖
質
を
補
給
し
ま
す
。
糖
質

は
体
内
に
貯
蔵
で
き
る
量
が
少
な

い
の
で
、
足
り
な
く
な
る
と
脳
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
行
き
わ
た
ら
ず
、

集
中
力
が
低
下
し
ま
す
。

　
パ
ン
よ
り
ご
飯
の
方
が
糖
質
を

し
っ
か
り
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

早
食
い
を
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
よ

く
か
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◦
低
脂
肪
の
た
ん
ぱ
く
質
食
品
を

一
緒
に
食
べ
る

　
た
ん
ぱ
く
質
は
体
内
時
計
の
リ

セ
ッ
ト
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
不
足
す
る
と
筋
肉
量
が
減
り
、

基
礎
代
謝
が
落
ち
る
の
で
太
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
体
の
抵
抗
力
が

落
ち
て
、
肌
や
髪
な
ど
美
容
面
に

も
悪
影
響
が
出
ま
す
。

　
脂
質
が
多
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
や

ベ
ー
コ
ン
は
控
え
て
、
卵
、
豆
腐
、

納
豆
、
蒸
し
鶏
、
焼
き
魚
、
ノ
ン

オ
イ
ル
の
ツ
ナ
な
ど
脂
質
の
少
な

い
た
ん
ぱ
く
質
食
品
が
お
す
す
め

で
す
。

◦
野
菜
や
果
物
で
ビ
タ
ミ
ン
と
水

分
補
給
を
す
る

　
水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
は
体
内
に
貯
蔵
で
き
る
時
間
が

短
い
の
で
、
朝
食
に
は
地
域
で
採

れ
た
旬
の
野
菜
や
果
物
を
と
り
ま

し
ょ
う
。
朝
の
体
に
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
、
水
分
を

た
っ
ぷ
り
送
る
こ
と
で
胃
腸
が
目

覚
め
、
朝
食
後
の
排
便
も
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

◦
体
が
温
ま
る
食
事
を
と
る

　
朝
、
し
っ
か
り
体
温
を
上
げ
て

お
く
こ
と
で
１
日
中
代
謝
の
良
い

状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
冷
た
い
飲
料
や
料
理
は
で
き

る
だ
け
控
え
て
、
温
か
い
食
事
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
旬
の
野
菜
を

使
っ
た
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
具
だ
く

さ
ん
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
、
蒸
し
野

菜
な
ど
が
良
い
で
し
ょ
う
。
味
噌

汁
に
す
り
お
ろ
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
を

入
れ
る
の
も
良
い
方
法
で
す
。

◦
食
べ
る
時
間
帯
に
も
注
目
す
る

　
朝
食
の
中
身
も
重
要
で
す
が
、

朝
起
き
て
光
を
浴
び
、
体
内
の
メ

イ
ン
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
か
ら
朝
食
ま
で
の
時
間
が
ず

れ
な
い
ほ
う
が
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
忙
し
い
朝
に
は
、
前
日
に
朝
食

を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
良
い
で

し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
、
朝
起
き

て
１
時
間
以
内
を
目
標
に
朝
食
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

健 康 コ ラ ム

毎
日
を
快
適
に
過
ご
せ
る
「
体
」
に
な
る
に
は
、
食
べ
る
こ
と
と
体
を

動
か
す
こ
と
の
両
方
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
は
、
１
日
の
始
ま
り
に
欠
か
せ
な
い
朝
食
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

毎
日
を
快
適
に
過
ご
す

た
め
の
体
づ
く
り

朝
食
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

太
陽
光
と
朝
食
で
ス
イ
ッ
チ
オ
ン

1
日
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
！

一、積極的に健康診査を受けます。
一、生涯にわたり、健全な生活習慣を実現します。
一、市民ひとり 1 スポーツをめざします。
一、栄養バランスの良い食事を心がけます。
一、地域で支え合う絆と、健康づくりの輪を広げます。

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言

健康で元気に生活できる「健康寿命」の延伸を目指しましょう。

５月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥
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5
月
の
各
種
相
談
・
健
診

代謝アップ！ ～小松菜とわかめのポタージュスープ～

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

八女市食生活改善推進会研修会で作ったレシピです。
脂肪分が少ないタンパク質やビタミン、ミネラルも一緒にとれる
ので、朝食に最適なレシピです。ぜひ一度作ってみてください。

毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。野菜を１日350ｇ以上食べましょう。

　住民の皆さんの健やかな毎日の
ために、健康相談を行っています。
保健師が健康に関するいろいろな
相談に応じます。（《※》を記した
会場では、管理栄養士による栄養
相談も行います）。予約優先。
◦5月9日㈭ 14時～ 14時40分／矢
部支所
◦5月10日㈮ 10時～ 10時40分／星
野支所
◦5月13日㈪ 10時～ 10時40分／
八女市保健センター《※》
◦5月15日㈬ 10時～ 10時40分／
上陽支所《※》
◦5月20日㈪ 10時～ 10時40分／
立花市民センター《※》
◦5月28日㈫10時 ～ 10時40分 ／
黒木支所

【八女地域・立花地域の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時15分
◦日にち・対象 
5月14日㈫＝10か月児（平成30年
7月生）健康診査
5月15日㈬＝4か月児（平成31年1

月生）健康診査
5月23日㈭＝3歳児（平成28年4月
生）健康診査
5月28日㈫＝１歳６か月児（平成
29年10月生）健康診査

【黒木・上陽・矢部・星野地域の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝5月21日㈫13時30分～ 14
時30分まで受付
◦対象＝1歳6か月児（平成29年9
月と10月生）／ 3歳児（平成28年
3月と4月生）健康診査
※対象者には個別に通知します。事
前に連絡いただくと、どちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
話と調理。要予約。定員12人。託
児あり（要申込）。
◦日時＝5月16日㈭ 10時～ 12時

（受付：9時30分～ 9時50分）　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾（バ
ンダナ可）、手ふきタオル、母子
健康手帳、筆記用具、4か月児健
診で配布した離乳食冊子

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。相談日以外でも、窓口や電話
で子育て相談を行っています。
◦5月8日 ㈬9時30分 ～ 10時30分
／やめっこ未来館

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの成長発
達面に不安のあるお子さんです。
予約制のため、事前に電話で予約
してください。気軽にご相談くだ
さい。

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝5月22日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

26Kcal
2.1g
1.0g
2.9g

384mg
108mg
27mg
1.9mg

1.7g
0.6g

1人分あたりの栄養価 【作り方】
① ワカメは洗って水気を切り、食べやす
い大きさに切っておく。
② 小松菜は茎と葉に分けてざく切りにす
る。
③ 鍋にだし汁と塩を入れ火にかけ、沸騰
したら小松菜の茎、葉の順に入れて煮る。
④ 火からおろし、豆乳とおろしショウガ
を加えてミキサーにかけ、なめらかにする。
⑤ 器に④を入れ、ワカメをのせてゴマを
振りかける。

【材料】4人分　
◦小松菜（八女産）…200ｇ
◦生ワカメ…40ｇ
◦だし汁（かつお節・昆布）…300㎖
◦無調整豆乳…100㎖

◦塩…小さじ１/3
◦おろしショウガ…15ｇ
◦すりゴマ（白）…小さじ1

【調理時間の目安】10分

乳幼児健診 

健康相談 

ベビーズクッキング

子育て相談

◆申込・予約・問い合わせ＝健康推進課（☎23・1352）

乳幼児心理相談

心理士によるこころの相談



102019.4.15　広報八女

し
っ
か
り“
貯
筋
”で
介
護
予
防
し
ま
せ
ん
か

　

市
内
に
、
八
女
材
を
使
用
し
た
居
住
用

の
木
造
住
宅
を
新
築
・
増
築
さ
れ
る
人
へ

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
木

造
住
宅
の
普
及
拡
大
を
促
進
し
、
八
女
材

の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、
市
内
の
林

業
発
展
と
木
材
・
木
造
住
宅
関
連
産
業
の

活
性
化
、
定
住
化
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

◦
補
助
金
の
額
＝
申
請
者
が
八
女
市
居
住

者
の
場
合
は
50
万
円
、
市
外
か
ら
の
転
入

者
に
は
80
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◦
採
択
要
件
＝
①
申
請
者
が
市
内
に
居
住

す
る
た
め
に
新
築
お
よ
び
増
築
す
る
木
造

住
宅
。
②
木
造
軸
組
工
法
を
基
本
と
す
る

住
宅
。
③
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
（
増
築
物
件
の
床
面
積
も
同
様
）。
④
八

女
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用
量
の
70
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。
⑤
年

度
内
に
完
成
（
棟
上
等
）
確
認
が
可
能
な

住
宅
。
⑥
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
人
が
、

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
税
外
徴

収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

設
計
な
ら
び
に
施
工
業
者
の
積
極
的
な

取
り
組
み
を
促
す
こ
と
に
よ
り
、
八
女
材

普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業
が
効
果
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
計

な
ら
び
に
施
工
を
し
た
も
の
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◦
補
助
金
の
額
＝
１
件
の
事
業
に
お
け
る

設
計
お
よ
び
建
築
施
工
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
５
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

◦
採
択
要
件
＝
①
八
女
材
普
及
促
進
住
宅

資
材
助
成
事
業
で
交
付
決
定
を
受
け
た
新

築
お
よ
び
増
築
の
木
造
住
宅
の
設
計
ま
た

は
施
工
を
し
た
も
の
。
②
八
女
市
内
の
業
者

で
あ
る
こ
と
。
③
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る

人
が
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び

税
外
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

「
八
女
材
」
を
使
用
し
た
居
住
用
木
造
住
宅
の

新
築
・
増
築
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事

業
、
推
進
事
業

　

平
成
31
年
度
し
っ
か
り
貯
筋
体
操

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
下

表
を
参
照
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
し
っ
か
り
貯
筋
体
操
教
室
は
、

八
女
市
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
椅
子

に
座
っ
た
体
操
を
中
心
と
し
た
介
護

予
防
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
た
教

室
で
す
。
介
護
予
防
の
知
識
を
身
に

つ
け
、
自
宅
で
の
運
動
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
地
域

で
元
気
に
生
活
で
き
る
か
ら
だ
づ
く

り
を
応
援
し
ま
す
。
参
加
に
当
た
っ

て
移
動
手
段
が
な
い
人
は
送
迎
を
行

い
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

平
成
29
・
30
年
度
の
し
っ
か
り
貯

筋
体
操
教
室
卒
業
生
に
は
自
主
グ

ル
ー
プ
活
動
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。

◦
開
催
日
＝
５
月
下
旬
頃
～
平
成
32

年
３
月
ま
で
（
月
１
～
２
回
）
※
会

場
に
よ
っ
て
日
程
が
異
な
り
ま
す
の

で
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
時
間
＝
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
お
住
ま
い
の
地
区
の
教
室

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
参
加
費
＝
無
料
（
送
迎
が
必
要
な

人
は
１
０
０
円
）

地区名 会場 日程 申込先

八女
①多世代交流館（男性限定） 第１･３水曜

介護長寿課高齢者支援係（☎ 23・1308）②総合体育館 第２･４火曜
③社会福祉会館 第２･４木曜

立花 かがやき 第２･４月曜 立花支所市民生活福祉課（☎ 23・4933）

黒木 豊岡コミュニティセンター 第１･３木曜 黒木支所市民生活福祉課（☎ 42・1114）ふじの里 第１･３火曜
上陽 農業活性化センター 第２･４水曜 上陽支所市民生活福祉課（☎ 52・2218）
矢部 矢部公民館大ホール 第２･４金曜 矢部支所市民生活福祉課（☎ 24・9142）
星野 星野支所大集会室 第１･３金曜 星野支所市民生活福祉課（☎ 52・3113）

■しっかり貯筋体操開催場所 ･ 日程等一覧表

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材
助
成
事
業

平
成
31
年
度
「
し
っ
か
り
貯
筋
体
操
教
室
」
参
加
者
募
集

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
林
業
振
興
課
林
政
係
（
☎
２
３
・
１
１

６
８
）
▽
黒
木
支
所
産
業
経
済
課
林
政

係
（
☎
４
２
・
１
１
１
６
）
▽
立
花
支
所

産
業
経
済
課
農
林
係
（
☎
２
３
・
４
９
４

０
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観

光
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢
部
支

所
建
設
経
済
課
産
業
観
光
係
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課
産

業
観
光
係
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

※
詳
細
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【
八
女
市
新
規
創
業
・
新
事
業
展
開
補

助
制
度
】

　

市
内
で
新
規
創
業
を
目
指
す
人
や
、

市
内
で
既
に
営
ん
で
い
る
事
業
を
承
継

し
、
新
事
業
ま
た
は
新
分
野
へ
の
進
出

を
目
指
す
個
人
事
業
者
や
法
人
に
対
し

て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し

て
交
付
し
ま
す
。

◦
新
規
創
業
補
助
金
＝
対
象
経
費
２
分

の
１
以
内
、
上
限
50
万
円

◦
新
事
業
展
開
補
助
金
＝
対
象
経
費
２

分
の
１
以
内
、
上
限
50
万
円

【
八
女
市
新
規
創
業
資
金
等
借
入
者
信

用
保
証
料
・
利
子
補
給
補
助
制
度
】

　

市
内
で
新
規
創
業
（
創
業
予
定
者
）

を
行
う
人
（
個
人
・
法
人
）
が
「
新
規

創
業
者
を
対
象
と
す
る
融
資
制
度
」
の

融
資
を
受
け
る
場
合
、
そ
の
借
入
に
係

る
信
用
保
証
料
お
よ
び
借
入
か
ら
１
年

以
内
の
利
息
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

◦
信
用
保
証
料
補
助
金
＝
対
象
経
費
２

分
の
１
以
内
、
上
限
50
万
円

◦
利
子
補
給
補
助
金
＝
対
象
経
費
２
分

の
１
以
内
、
上
限
10
万
円

【
も
の
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
制
度
】

　

市
内
に
お
い
て
製
造
業
ま
た
は
製
造
小

売
業
を
営
ん
で
い
る
小
規
模
事
業
者
が
、

経
営
計
画
書
に
基
づ
き
新
商
品
の
製
造

や
開
発
に
取
り
組
む
場
合
、
そ
の
経
費
の

一部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

◦
対
象
経
費
２
分
の
１
以
内
、
上
限
30

万
円

【
商
工
業
者
販
路
開
拓
補
助
制
度
】

　

新
た
な
販
売
先
や
取
引
先
の
獲
得
を

目
指
し
て
国
内
外
で
開
催
さ
れ
る
商
談

会
・
展
示
会
等
へ
出
展
す
る
場
合
に
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
ま
す
。

◦
対
象
経
費
２
分
の
１
以
内
、
上
限
10

万
円

　

森
林
の
適
切
な
経
営
や
管
理
が
行
わ
れ

な
い
と
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
水
源
涵か
ん
よ
う養

等
へ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
平
成
31
年
４
月
か
ら
森
林

経
営
管
理
法
が
施
行
さ
れ
「
森
林
経
営
管

理
制
度
」
に
よ
り
森
林
の
適
切
な
経
営
や

管
理
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
と
は
森
林
を

適
切
に
経
営
や
管
理
を
し
て
い
く
た
め
に
、

①
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
が
、
所
有
し
て

い
る
森
林
を
適
切
に
経
営
や
管
理
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
明
確
化
し
て
い
ま

す
。

②
森
林
が
適
切
に
経
営
管
理
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
市
か
ら
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん

に
今
後
の
森
林
の
経
営
や
管
理
に
つ
い
て

の
意
向
を
調
査
し
ま
す
。

③
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
が
自
ら
経
営
や

管
理
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、

市
は
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
と
ご
相
談
を

し
、
必
要
に
応
じ
今
後
の
経
営
管
理
の
計

画
を
定
め
、
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
権

利
を
市
に
設
定
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
市
は
森
林
の
経
営
管
理
を
実
施
す
る
た

め
、
林
業
経
営
者
に
経
営
を
再
委
託
す
る

か
、
市
が
直
接
管
理
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課
林
政
係

（
☎
２
３
・
１
１
６
８
）

　

森
林
の
所
有
者
や
林
地
の
境
界
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
ま
と
め
た
林
地
台
帳
の
運

用
が
、
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
施
業
集
約
化
や
適
切
な
森
林
整
備
に

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

◦
林
地
台
帳
の
対
象
と
な
る
森
林
＝
森
林

法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
森
林
計
画

の
対
象
と
な
る
民
有
林

◦
林
地
台
帳
の
記
載
内
容
＝
森
林
の
所
在

地
、
地
目
、
面
積
等

◦
閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
林
業
振
興
課

林
政
係
（
☎
２
３
・
１
１
６
８
）
▽
黒
木

支
所
産
業
経
済
課
林
政
係
（
☎
４
２
・
１

１
１
６
）
▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課
産
業

観
光
係
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）
▽
立
花

支
所
産
業
経
済
課
農
林
係
（
☎
２
３
・
４

９
４
０
）
▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
産
業

観
光
係
（
☎
２
４
・
９
１
４
３
）
▽
星
野

支
所
建
設
経
済
課
産
業
観
光
係
（
☎
５
２・

３
１
１
４
）

市
内
の
中
小
企
業
者
お
よ
び

新
規
創
業
を
お
考
え
の
皆
さ
ま
へ

平
成
31
年
度
の
補
助
金
に
つ
い
て

平
成
31
年
４
月
か
ら

新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
が
ス
タ
ー
ト

林
地
台
帳
が
閲
覧
で
き
ま
す

※
平
成
31
年
度
か
ら
、
各
補
助
金
の
対

象
経
費
額
な
ど
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
八
女
市
新
規
創
業
補
助
金

お
よ
び
「
八
女
市
新
規
創
業
資
金
等
借

入
者
信
用
保
証
料
・
利
子
補
給
補
助
制

度
」
を
利
用
の
人
は
、
市
が
指
定
し
た

「
創
業
塾
（
平
成
31
年
度
は
7
月
、
11

月
開
催
予
定
）」
の
受
講
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
商
工
・
企
業
誘

致
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
商
工
・
企
業
誘
致
課

商
工
振
興
係
（
☎
２
３
・
１
１
８
９
）
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八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー（
愛
称「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」）

は
、
多
く
の
利
用
者
の
皆
さ
ま
に

愛
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
平
成
31

年
１
月
に
は
乗
車
人
数
が
延
べ

47
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」
は
平
日

の
午
前
８
時
便
か
ら
午
後
４
時
便

ま
で
、電
話
で
の
予
約
に
応
じ
て
、

利
用
者
の
玄
関
か
ら
目
的
地
の
玄

関
ま
で
送
迎
し
ま
す
。利
用
に
は
、

事
前
に
利
用
登
録
（
無
料
）
が
必

要
で
す
。

　

乗
り
合
い
の
た
め
、
希
望
時
間

の
予
約
が
困
難
な
場
合
や
、
送
迎

時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
も
と
、
地
域
に
親

し
ま
れ
る
公
共
交
通
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
全
域
を
11
の
エ
リ
ア
に
分

け
て
運
行
し
て
お
り
、
基
本
的
に

同
一
エ
リ
ア
内
を
運
行
し
ま
す（
一

部
、
エ
リ
ア
を
越
え
て
運
行
し
ま

す
）。

　

八
女
エ
リ
ア
～
黒
木
エ
リ
ア
間

な
ど
、
エ
リ
ア
外
へ
の
移
動
は
堀

川
バ
ス
な
ど
の
路
線
バ
ス
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
利
用
し
た
い
け
ど
乗
り
方
が

分
か
ら
な
い
」「
地
域
で
利
用
説

明
会
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

ご
要
望
に
は
出
前
講
座
も
行
っ
て

い
ま
す
。
出
前
講
座
で
は
、
乗
合

タ
ク
シ
ー
だ
け
で
な
く
、「
路
線

バ
ス
」
や
「
高
速
バ
ス
（
茶
の
く

に
八
女
定
期
券
・
回
数
券
）」、
に

関
す
る
質
問
に
も
答
え
て
い
ま
す

の
で
、気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

▽
事
前
利
用
登
録
＝
八
女
市
地

域
振
興
課
（
☎
２
４・８
１
６
２
）

※
登
録
は
各
支
所
総
務
課
で
も
で

き
ま
す
。

▽
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
＝
予
約

セ
ン
タ
ー
（
☎
３
３・２
０
０
２
）

電
話
１
本
で
自
宅
ま
で
！

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
送
迎

《全エリア共通》
《1日8便、平日のみ運行》

土曜 ･ 日曜 ･ 祝日および年末年始期間
（12 月 29 日～１月３日）は運休です。
※ 4 月 27 日㈯～ 5 月 6 日㉁のゴール
デンウイーク期間は運休します。

　

八
女
市
に
お
住
ま
い
の
70
歳

以
上
の
人
が
運
転
免
許
証
を

自
主
的
に
返
納
さ
れ
た
場
合
に

は
、
八
女
市
タ
ク
シ
ー
共
通
回

数
券
（
３
０
０
円
券
×
２
０
０

枚
＝
６
万
円
相
当
分
）
を
支

援
し
ま
す
（
有
効
期
限
を
過
ぎ

た
免
許
証
は
支
援
対
象
外
）。

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

を
し
た
ら
６
か
月
以
内
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

◦
届
出
時
に
必
要
な
も
の
＝

▽
届
出
人
の
印
鑑
（
代
理
人

の
場
合
は
代
理
人
の
印
鑑
）

▽
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の

取
消
通
知
書
の
写
し
（
公
的

機
関
が
発
行
し
た
免
許
証
の

自
主
返
納
が
分
か
る
も
の
）

▽
届
出
人
の
確
認
が
で
き
る

も
の
（
代
理
人
の
場
合
は
、
健

康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
代

理
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）

※
代
理
人
の
場
合
は
必
ず「
委

任
状
」
が
必
要
で
す
。

　

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は
、

「
八
女
市
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー（
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
）」と
、

筑
後
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会
に

加
盟
し
て
い
る
会
社
の
タ
ク

シ
ー
で
す
。

　

免
許
証
返
納
の
手
続
き
は
、

市
役
所
で
は
な
く
「
八
女
警

察
署
」
ま
た
は
「
筑
後
自
動

車
運
転
免
許
試
験
場
」
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

生
活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１

４
６
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」

累計4７万人
が利用！

ふる里タクシー運行時刻表

便 受付締切時間
8 時便 前日  午後４時 30 分
9 時便 午前  8 時 30 分
10 時便 午前  9 時 30 分
11時便 午前 10 時 30 分
昼休み 正午～午後１時
１時便 午後  0 時 30 分
２時便 午後  1時 30 分
３時便 午後  2 時 30 分
４時便 午後  3 時 30 分

八
女
市
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

運
行
範
囲
は
？

公
共
交
通
利
用
の
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す

タ
ク
シ
ー
券
６
万
円

相
当
分
を
支
援
し
ま
す

免
許
証
返
納
は
警
察
署

ま
た
は
免
許
試
験
場
で

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は

八女 太郎

八
女
市
タ
ク
シ
ー
共
通
回
数
券

（
冊
子
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
）
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【
部
長
級
】

▽
総
務
部
長 
原
亮
一
（
学
校
教
育

課
長
）▽
企
画
部
長 
石
井
稔
郎（
総

務
部
長
）
▽
健
康
福
祉
部
長 

白

坂
正
彦
（
福
祉
課
長
）
▽
教
育
部

長 

井
手
勇
一
（
企
画
部
長
）
▽
議

会
事
務
局
長 

坂
井
明
子
（
健
康

福
祉
部
長
）

【
課
長
級
】

《
総
務
部
》

▽
防
災
安
全
課
長 

古
家
浩
（
立

花
支
所
総
務
課
長
）

《
企
画
部
》

▽
企
画
政
策
課
参
事
兼
新
庁
舎
建

設
係
長 

甲
斐
田
英
樹
（
企
画
政

策
課
課
長
補
佐
兼
新
庁
舎
建
設
係

長
）
▽
観
光
振
興
課
長 

荒
川
真

美
（
観
光
振
興
課
参
事
補
佐
兼
観

光
振
興
係
主
任
）

《
市
民
部
》

▽
市
民
課
長 

山
口
幸
彦
（
人
権
・

同
和
政
策
課
長
）
▽
環
境
課
長 

牛
島
憲
治
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
▽
人
権
・
同
和
政
策
課
長 

橋

本
秀
樹
（
人
権
・
同
和
教
育
課
長
）

《
健
康
福
祉
部
》

▽
福
祉
課
長 

栗
山
哲
也
（
人
事

課
課
長
補
佐
兼
研
修
厚
生
係
長
）

▽
介
護
長
寿
課
長 

橋
本
妙
子
（
介

護
長
寿
課
参
事
補
佐
兼
介
護
認
定

係
長
）

《
建
設
経
済
部
》

▽
農
業
振
興
課
長
（
農
業
委
員
会

事
務
局
長
併
任
） 

原
信
也
（
農
業

振
興
課
長
）

《
教
育
部
》

▽
学
校
教
育
課
長 

中
島
賢
二 （
福

岡
県
教
育
委
員
会
）
▽
社
会
教
育

課
長
（
市
民
部
男
女
共
同
参
画
推

進
課
長
併
任
） 

石
川
幸
一
（
防
災

安
全
課
長
）
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長 

毛
利
昭
夫
（
税
務
課
課
長
補

佐
兼
納
税
推
進
係
長
）
▽
文
化
振

興
課
長 

久
間
政
幸
（
文
化
振
興

課
参
事
補
佐
兼
歴
史
文
化
交
流
館

係
長
）
▽
人
権
・
同
和
教
育
課
長 

坂
田
智
子
（
財
政
課
参
事
補
佐
兼

財
政
係
長
）

▽
会
計
課
長 

溝
尻
安
寿
子
（
会

計
課
参
事
補
佐
兼
会
計
係
長
）
▽

黒
木
支
所
長 

月
足
稔
（
黒
木
支

所
産
業
経
済
課
長
）
▽
上
陽
支
所

長 

大
坪
公
治
（
上
陽
支
所
建
設

経
済
課
長
）
▽
星
野
支
所
長 

向

智
宏
（
健
康
推
進
課
参
事
補
佐
兼

保
健
総
務
係
長
）

平
成
31
年
３
月
31
日
付

◦
退
職

【
部
長
級
】

▽
古
賀
安
博
（
議
会
事
務
局
長
）

▽
永
溝
弘
幸
（
教
育
部
長
）

【
課
長
級
】

▽
井
上
啓
時
（
観
光
振
興
課
長
）

▽
栗
秋
克
彦
（
市
民
課
長
）
▽
原

田
英
雄
（
環
境
課
長
）
▽
山
口
昭

弘
（
男
女
共
同
参
画
推
進
課
長
兼

社
会
教
育
課
長
）▽
平
島
隆
夫（
介

護
長
寿
課
長
）
▽
池
田
孝
治
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
▽
持
丸
末

喜
（
文
化
振
興
課
長
）
▽
葉
山
多

恵
子
（
会
計
課
長
）
▽
井
上
秀
樹

（
黒
木
支
所
長
）
▽
坂
本
英
明
（
黒

木
支
所
参
事
兼
市
民
生
活
福
祉
課

長
）
▽
井
上
明
（
上
陽
支
所
長
）

▽
江
頭
弘
之
（
星
野
支
所
長
）

市
役
所
の
人
事
４
月
１
日
付
（　

）
内
は
旧

新副市長に松﨑賢明氏

松﨑 賢
まさ

明
あき

（60 歳）
　福岡県総務部東京事務所総務課長、福岡県企
画・地域振興部総合政策課世界遺産登録推進室
長、福岡県農林水産部副理事兼輸出促進課長
任期は平成 31 年 4 月1日から 4 年間

　中園昌秀副市長の退任に伴い、新しい副市長が
選任されましたので紹介します。

　

５
～
７
月
頃
に
か
け
て
、

鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け

る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
。
九

州
各
地
の
道
端
や
河
原
な
ど

で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
し
か

し
、
き
れ
い
な
花
だ
か
ら
と

い
っ
て
ご
自
宅
の
お
庭
や
花

壇
に
植
え
て
は
絶
対
に
い
け

ま
せ
ん
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
日

本
の
生
態
系
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
植
物

と
し
て
、
外
来
生
物
法
に
よ

る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指

定
さ
れ
、栽
培
、運
搬
、販
売
、

野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
花
の
特
徴
】
▽
黄
色
の
コ
ス

モ
ス
に
似
た
形
状
で
直
径
５

～
７
㎝
程
の
頭
状
花
（
茎
の

先
端
に
１
つ
の
花
を
つ
け
る
）

▽
花
び
ら
の
色
は
黄
橙
色
で
、

花
の
中
央
部
（
管
状
花
）
も

同
じ
色
を
し
て
い
る
▽
花
び

ら
の
先
端
に
は
不
規
則
に
４

～
５
つ
の
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
あ
る

【
葉
の
特
徴
】

▽
細
長
い
へ
ら
状
を
し
て
お

り
、
一
番
幅
が
あ
る
部
分
の

幅
は
１
㎝
程
度
▽
葉
の
両
面

に
は
荒
い
毛
が
生
え
て
お
り
、

葉
の
周
囲
は
な
め
ら
か
（
鋸

葉
が
な
い
）
▽
花
が
似
て
い

る
植
物
の
多
く
は
、
葉
が
針

の
よ
う
に
細
か
っ
た
り
、
複

雑
な
切
れ
込
み
を
し
て
い
た

り
す
る
た
め
、
見
分
け
が
付

き
や
す
い
。

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】

　

根
か
ら
引
き
抜
い
た
も
の

を
２
～
３
日
、
天
日
に
さ
ら

し
て
枯
死
さ
せ
る
等
し
た
後
、

燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。
種
子
を
付

け
る
前
に
駆
除
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課（
☎

２
３
・
１
４
６
２
）

特定外来生物
「オオキンケイ
ギク」を見かけ
たら駆除を！

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ

ク
（
九
州
地
方

環
境
事
務
所
）
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◦
内
容
＝
《
午
前
》
サ
ッ
カ
ー
教

室
《
午
後
》
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
チ

◦
申
込
＝
午
前
中
の
サ
ッ
カ
ー
教

室
は
小
学
生
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
詳
細
は
八
女
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
日
時
＝
５
月
10
日
㈮
・
24
日

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
月
額
６
０
０
円
（
サ

ウ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

16
時
］

◦
内
容
＝
▽
看
護
職
員
知
事
表

彰
式
▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発

表
▽
講
演
「
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
と

い
う
こ
と
～
被
災
地
、
紛
争
地
、

在
宅
看
取
り
の
現
場
に
想
う
～
」

講
師 

國
森
康
弘
さ
ん
（
写
真
家
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

①
②
と
も
参
加
費
は
無
料
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
福
岡

県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１
）

　

ア
ビ
ス
パ
福
岡
×
福
岡
大
学
×

八
女
市
～
あ
の
元
プ
ロ
選
手
も

や
っ
て
来
る
。

◦
期
日
＝
５
月
26
日
㈰
10
時
～

15
時

◦
会
場
＝
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ
公

園
（
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
八
女
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
八
女
市
出

身
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死
没

者
の
方
々
に
追
悼
の
意
を
捧
げ
、

恒
久
平
和
を
誓
う
目
的
で
八
女

市
遺
族
連
合
会
八
女
支
部
戦
没

者
合
同
慰
霊
祭
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
25
日
㈭
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課
（
☎
２
３
・５
８
１
６
）

◦
日
時
＝
▽
４
月
27
日
㈯
17
時

30
分
開
場
、
18
時
開
演
▽
28
日

㈰
13
時
30
分
開
場
、
14
時
開
演

◦
前
売
り
＝
▽
大
人
１
０
０
０
円

▽
４
歳
以
上
高
校
生
以
下
５
０

０
円（
当
日
券
は
３
０
０
円
増
し
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
中
島
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
５
２
８
８
・
２
０
７
４
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
4
月
28
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め
き

駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

◦
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
19
時
30

分
～

◦
場
所
＝
山
内
水
天
宮
星
野
川

河
川
敷

※
山
内
青
空
子
ど
も
会
船
太
鼓

も
行
な
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
祭
典
実
行
委

員
会
善
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
９
４

９
６
・
８
９
０
６
）

　

生
地
作
り
か
ら
行
い
ま
す
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
ま
で
み
ん
な
で
楽
し

ん
で
、
熱
々
の
ピ
ザ
を
一
緒
に
味

わ
い
ま
せ
ん
か
。
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
５
月
11
日
㈯
10
時
～

12
時
30
分

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円
※
要
申
込

み
、
定
員
20
人

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
共
生
の
森
（
☎
２
２
・
２

２
５
７
）

◦
日
に
ち
＝
５
月
11
日
㈯

①
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
賑
わ
い
空
間

広
場
［
10
時
30
分
～
15
時
］

◦
内
容
＝
▽
ま
ち
の
保
健
室
▽
看

護
へ
の
道 

進
路
・
進
学
相
談
コ
ー

ナ
ー
▽
女
性
の
か
ら
だ
の
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど

②
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
［
13
時
～

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
支
部
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

山
内
水
天
宮
大
祭
花
火
大
会

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

多
世
代
交
流
事
業

「
石
窯
で
焼
く
ピ
ザ
作
り
！
」

平
成
31
年
度「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

教
室
・
講
座

劇
団
リ
ト
ル
ウ
ィ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
Ｒ
Ｐ
Ｇ
～
勇
者
の
作
り
方
」

◦募集職種＝文化財専門職員
◦応募資格＝次の要件を全て満たす人
①学芸員の資格を有する人
②発掘現場での文化財調査の経験が
ある人
◦募集人員＝１人
◦業務内容＝埋蔵文化財発掘調査業
務・発掘作業・管理作業
◦受付期間＝ 4 月 25 日㈭まで
※土・日を除く
※郵送の場合は、4 月 25 日㈭必着
◦試験日＝ 5 月12 日㈰
◦選考方法＝書類審査、作文・面接
◦提出書類＝申込書（文化振興課に準
備）、資格証明書の写し
◦申込・問い合わせ＝文化振興課文化
係（☎２３・１９８２）

　八女市では、ふるさと支援
寄附をしていただいた全国の
皆さまへ、感謝の気持ちと八
女市の魅力を伝えるため、お
礼の品を贈呈しています。八
女の魅力発信につながる「お
礼の品（地場産品に限る）」の
提案を市内の事業者へ募集し
ます。事業者要件および応募
商品の要件については、八女
市ホームページをご覧くださ
い。希望される場合は企画政
策課までご連絡ください。
◦問い合わせ＝企画政策課企
画政策係（☎ 24・9009）

「ふるさと支援寄附返礼品」
協力事業者を募集します

嘱託職員を募集します
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抽
選
）

◦
募
集
締
切
＝
４
月
23
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・６
４
３
・

３
３
９
１
）

　

絵
本
の
選
び
方
、わ
ら
べ
う
た
、

支
援
の
必
要
な
子
へ
の
読
書
。

が
い
こ
く
ご
を 

ぼ
こ
く
ご
と
す

る 

お
や
こ 

も
き
て
ね
。

◦
日
時
＝
毎
月
第
１
週
水
曜
日
、

18
時
30
分
～
19
時
40
分

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
２

階◦
助
言
者
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

講
師
、
学
校
図
書
館
司
書

◦
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ

ら
か
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
手
口

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
７
６
６
・

６
２
２
３
）

◦
募
集
人
数
＝
４
人
程
度
（
男

女
そ
れ
ぞ
れ
２
人
程
度
）

◦
勤
務
期
間
＝
６
月
17
日
㈪
～

９
月
６
日
㈮

◦
申
込
締
切
＝
５
月
15
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
総
務

課
総
務
係
（
☎
５
２
・３
１
１
２
）

３
１
３
１
）

　

県
で
は
、
避
難
所
の
運
営
な

ど
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
女
性
を

育
成
す
る
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

受
講
料
無
料
※
託
児
あ
り
。

◦
日
程
・
会
場
＝
５
月
13
日
㈪
・

久
留
米
市
立
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー

◦
内
容
＝
女
性
の
視
点
を
生
か
し

た
避
難
所
運
営
に
関
す
る
講
演
・

報
告
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
や

非
常
時
の
子
ど
も
用
オ
ム
ツ
づ
く

り
な
ど

◦
対
象
＝
県
内
在
住
の
女
性
60

人
程
度
（
定
員
超
過
の
場
合
は

９
８
２
）

◦
期
日
＝
５
月
18
日
㈯
、
19
日

㈰
（
２
日
間
）
10
時
～
17
時

◦
講
師
＝
国
指
定
重
要
無
形
文

化
財
久
留
米
絣
技
術
保
持
者 

森

山
虎
雄
さ
ん
、
森
山
富
子
さ
ん

◦
内
容
＝
干
支
（
亥
）、
テ
ー
ブ

ル
セ
ン
タ
ー
各
１
枚

◦
受
講
料
＝
１
５
０
０
０
円
（
材

料
代
込
）

◦
定
員
＝
６
人
（
先
着
）

◦
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
持
参
物
＝
は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、

座
布
団
（
薄
手
）、
昼
食

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
伝

統
工
芸
館 

大
石
さ
ん
（
☎
２
２
・

　

黒
木
町
笠
原
地
区
に
明
治
時

代
か
ら
つ
づ
く
人
形
浄
瑠
璃
「
旭

座
人
形
芝
居
」（
県
指
定
文
化
財
）

の
浄
瑠
璃
講
座
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
人
形
浄
瑠
璃
に
興
味

が
あ
る
人
で
、
浄
瑠
璃
（
語
り
）

を
習
得
さ
れ
た
い
人
は
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
5
月
～
10
月
（
土
曜

日
全
12
回
）
13
時
30
分
～
15
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
募
集
人
数
＝
若
干
名

◦
受
講
料
＝
無
料

◦
申
込
締
切
＝
5
月
7
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
文
化

振
興
課
文
化
係
（
☎
２
３
・
１

　

八
女
市
に
お
住
ま
い
の
人
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
８
日
㈬
、
６
月
12

日
㈬
、
７
月
10
日
㈬
、
８
月
21

日
㈬
、
９
月
11
日
㈬
※
20
時
～

21
時
30
分

◦
会
場
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
上
陽
）

◦
内
容
＝
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ

◦
参
加
費
＝
５
回
５
０
０
円
（
保

険
料
込
）

◦
申
込
締
切
＝
４
月
19
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
陽
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
上
陽
支
所
総

務
課
内
☎
５
４
・
２
２
１
１
）

福
岡
県
「
女
性
の
た
め
の
災

害
対
応
力
向
上
講
座
」

姿
勢
改
善
に
よ
る
太
り
に
く

い
身
体
づ
く
り
講
座

平
成
31
年
度
「
旭
座
人
形
芝

居
」
浄
瑠
璃
講
座

絵
本
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ

星
野
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

管
理
・
監
視
人

久
留
米
絣
手
織
り
講
習
会

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」体験イベント

【いわいの郷歴史講座】
『矢部川流域の縄文文化』
　この地域の発掘調査で８000 ～ 3000 年
前頃の人為的な痕跡がかなり発見されてい
ます。今回は、これらの情報をもとに住居
や生業など、縄文時代の暮らしのようすを
探ってみます。
◦日時＝ 4 月 27 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」研修室◦講師＝小池史哲さん ( 福岡大
学非常勤講師）◦定員＝ 50 人 ( 先着順・
当日受付）

【春の古代体験まつり】
　「いわいの郷」の人気メニューが事前申し
込みなしで楽しめる「春の古代体験まつり」
を開催します。団体で体験希望の場合は、
事前にご連絡をお願いします。
◦日時＝４月 28 日㈰・29 日㈷、５月４日㈷、
５日㈷《午前の部》10 時～ 12 時《午後の部》
13 時 30 分～ 15 時 30 分
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの
郷」◦対象者＝どなたでも（小学３年生以
下は保護者同伴）
◦体験メニュー
①所要時間 60 分コース（各 200 円）
　勾玉づくり、土面づくり、石包丁づくり
②所要時間 50 分コース（500 円）
　銅鏡づくり（銅鏡ケースは 1 個 300 円で
　別売）
③所要時間 30 分コース（各 100 円）
　火おこし体験、弓矢体験（小学生限定）
※③は荒天時中止します。

◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流
館「いわいの郷」
☎２４・３２００／O２４・３２１０
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る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。「
就

業
規
則
の
作
り
方
」
な
ど
使
用

者
か
ら
の
相
談
や
、
労
使
間
で
の

自
主
的
解
決
が
困
難
な
場
合
は
、

労
使
の
仲
介
に
入
る
あ
っ
せ
ん
も

行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
、電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

◦
相
談
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
※
毎
週
水
曜
日
は
20

時
ま
で
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑

後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０

９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
／
Q

chikugo-rso@
pref.fukuoka.

lg.jp

）

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲

揚
や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
万
一
、

鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ

う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九
州
電
力

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
九
州
電
力
㈱
八
女

営
業
所
（
☎
０
１
２
０
・９
８
６
・

２
１
０
）
通
話
料
無
料

　

応
募
方
法
等
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
る
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
18

歳
以
上
（
平
成
31
年
４
月
1
日

現
在
）
の
人
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
人
※
国
・
地
方
公

共
団
体
の
議
員
・
常
勤
公
務
員
、

平
成
29
・
30
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
除
く
。

◦
任
期
＝
委
嘱
日
～
平
成
32
年

３
月
末

◦
謝
礼
＝
回
答
状
況
に
応
じ
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
進
呈
（
上
限
３
千
円
）

◦
募
集
締
切
＝
５
月
31
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
情
報
広
報

課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
１

０
３
）

　

そ
ろ
そ
ろ
働
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
た
ち
を
対
象
に
、
就
業
相

談
・
各
種
情
報
提
供
か
ら
、
求

人
企
業
の
開
拓
・
就
職
あ
っ
せ
ん

ま
で
一
環
し
た
就
職
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
登
録
者
に

は
面
接
用
の
ス
ー
ツ
の
貸
し
出
し

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
無

料
。
秘
密
厳
守
。

◦
相
談
＝
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て

女
性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
県

久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）
☎
０

９
４
２
・
３
８
・
７
５
７
９

　

福
岡
県
警
で
は
、
平
成
31
年

度
に
警
察
官
３
４
６
人
を
２
回
に

分
け
て
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
る
か
、
受
験
案
内
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
書
・
申
込
書
は
交
番
・

駐
在
所
・
警
察
署
に
も
置
い
て
い

ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
▽
第
１
回 
４
月

22
日
㈪
ま
で
（
試
験
日 

５
月
12

日
㈰
）
▽
第
２
回 

８
月
13
日
㈫

～
９
月
２
日
㈪
（
試
験
日 

９
月

22
日
㈰
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
察
警
務
課

採
用
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
６

２
２
・
０
７
０
０
）

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
労
働
問
題
に
関
す

九
州
電
力
か
ら

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

労
働
相
談

平
成
31
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

就
業
支
援

子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
職

支
援

試
　
験

平
成
31
年
度
福
岡
県
警
察
官

イベント名称（開催予定時期）
八女茶満喫オルレ（5 月 3 日㈷）
ハロウィンオルレ（10 月）
九州オルレフェア in 八女（11 月）
クリスマスオルレ（12 月）
バレンタインオルレ（ 2 月）
春爛漫オルレ（３月下旬～４月上旬）

　八女丘陵の風光明媚な景色と古代の歴
史を感じることができる『九州オルレ八
女コース』では、今年 5 月から来年 3 月
までさまざまなイベントを実施予定です。
各イベントの詳細や開催の時期が近づき
ましたらお問い合わせください。
◦チラシ設置場所＝八女市役所本庁舎、
各支所、茶のくに観光案内所など
◦問い合わせ＝観光振興課（☎ 23・1192）

九州オルレ八女コース
年間イベント

　

八
女
市
で
は
、
世
帯
主
を
対

象
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
お
住
ま
い
の

エ
リ
ア
（
旧
市
町
村
）
ご
と
に
無

償
配
付
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
脅

か
す
よ
う
な
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
は
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
、
緊
急
地
震
速

報
な
ど
の
防
災
情
報
を
Ｆ
Ｍ
放
送

を
使
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

転
入
等
で
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
世
帯
は
、
本
庁
企
画
政
策

課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
支
所
総
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ラ
ジ
オ

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

防
災
ラ
ジ
オ

が
な
ら
な
い
、
音
量
の
調
整
が
で

き
な
い
、
な
ど
の
故
障
に
関
す
る

こ
と
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
企
画
政
策
課

秘
書
広
報
係
（
☎
２
３
・
１
１
１

０
）
▽
黒
木
支
所
総
務
課
（
☎
４

２
・
１
１
１
１
）
▽
立
花
支
所
総

務
課
（
☎
２
３
・
５
１
４
２
）
▽

上
陽
支
所
総
務
課
（
☎
５
４
・
２

２
１
１
）▽
矢
部
支
所
総
務
課（
☎

４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所

総
務
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

市からのお知らせがＦＭ
八女ＨＰで確認できます

http://www.fmyame.jp/

ＦＭ八女　検索
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■4か月さん集まれ（12月生まれ）
「ベビータッチ+食育」
◦5/8 ㈬ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参、参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 5/9㈭・5/16㈭ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり／要申込
■チャレンジデー・パパママ集まれ

「親子遊び」◦ 5/29 ㈬ 10:00 ～
12:00 ／飲み物持参／要申込
■ママ読の日（移動図書館も来ます）
◦ 5/23 ㈭ 13:00 ～ 15:00 ／飲み
物持参／託児あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪「マタニティ
ヨガ + 食育」◦5/31㈮10:00 ～12:30
／参加費 500 円／託児あり／要申込

■スペシャルday「高田先生のしゃ

べり場」◦ 5/17 ㈮ 10:30 ～／ 14
日㈫までに要申込／託児あり
■はっぴぃバースデー

「くまおじさんのお話」◦ 5/21㈫
10:30 ～／ 18 日㈯までに要申込
■つくろうね「おもちゃづくり」
◦ 5/29 ㈬ 10:30 ～／定員親子 10
組／ 26 日㈰までに要申込

■ほんの森ぶっくるん
◦ 5/7 ㈫ 10:30 ～／移動図書館の
バスが来ます。図書館利用カードを
お持ちの人は持参ください。
■すてきな誕生会♥
◦ 5/9 ㈭ 10:30 ～※誕生月者のみ
要申込／みんなでお祝いしませんか。
■すくすく子育て「親子交通教室」
◦ 5/17 ㈮ 10:30 ～／要申込※詳
細はきらきらまで。
■わ・わ・WA！「チャレンジデー」
◦ 5/29 ㈬ 10：30 ～／詳細は問い
合わせください。要申込

■ちょこっとヨ～ガ
◦ 5/10 ㈮ 10:30 ～／要申込
■うちのおやつ「アンパンマンのおにぎ
り弁当」◦5/16 ㈭ 10:30 ～／参加費
300 円／エプロン・三角巾持参／要申込
■星野であそぼ♪「麻生池をぐる～っ
と一周」◦5/24 ㈮ 10:30 ～／池の
山キャンプ場集合／弁当持参／要申込
■月いちマクロビごはん「車麩のカツ」
◦ 5/30 ㈭ 10:30 ～／参加費 500
円／エプロン・三角巾持参／要申込

■ 10:00～13:00
▽井延公民館 5/7 ㈫
▽上陽公民館 5/10 ㈮
▽長峰保育所 2 階 5/15 ㈬
▽矢部基幹集落センター 5/22 ㈬
▽室岡公民館 5/23 ㈭
▽かがやき 5/28 ㈫

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 5 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

ファミリー・サポート・センター事業、一時預かり事業

「子育て支援員」研修
　

子
育
て
支
援
員
研
修
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
員
と

は
、
各
自
治
体
等
が
実
施
す
る
「
子

育
て
支
援
員
研
修
」
を
終
了
し
、
子

育
て
の
分
野
で
活
動
す
る
上
で
必
要

な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る

と
認
め
ら
れ
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

基
本
研
修
と
専
門
研
修
の
全
科

目
を
受
講
終
了
す
る
と
、
全
国
で
通

用
す
る
『
子
育
て
支
援
員
』
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

⃝

募
集
対
象
者
＝
子
育
て
支
援
に

興
味
関
心
の
あ
る
人

⃝

申
込
方
法
＝
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
に

て
受
付

⃝

受
講
料
＝
無
料

⃝

託
児
＝
無
料
（
１
週
間
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
子
育

て
支
援
総
合
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日　時 研　修　内　容（科目）
５月13日㈪
10:00～16:00【基本研修（８科目）】

◦子ども子育て家庭の現状
◦子ども家庭福祉 等５月14日㈫

10:00～16:00

５月20日㈪
10:00～15:30

【地域保育コース】
専門研修「ファミリー・サポート・
センター事業」   （４科目）
◦ファミリー・サポート・センター
　の概要
◦ファミリー・サポート・センター
　の援助内容 等

５月27日㈪
10:00～16:00

【地域保育コース】
専門研修「共通科目」（１２科目）
◦乳幼児の生活と遊び
◦乳幼児の発達と心理
◦心肺蘇生法
◦グループ討議　等

６月3日㈪
10:00～16:00
６月7日㈮
10:00～16:30

６月10日㈪
10:00～16:30

【地域保育コース】
専門研修「一時預かり事業」
６科目
◦一時預かり事業の概要
◦一時預かり事業の保育内容 等

未　定 見学実習

受講者
募集

【ファミリー・サポート・センター事業】
「子育ての援助を受けたい人」と
「子育てのお手伝いができる人」
が会員登録をし、地域の中で子育
ての手助けを行う組織。（有償ボ
ランティア）

【一時預かり事業】
保育所（園）を利用していない家
庭で、突発的な事情等で保育が
困難となった場合に、お子さまを
一時的に預かる事業。
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歯科診療所名 電話番号 4/30 5/1 5/2
午前 午後 午前 午後 午前 午後　

　
　
　

八
女
市

柳迫歯科医院 24・5554 〇 〇 〇 〇 〇 〇
大淵歯科医院 23・4823 〇 〇 〇 〇 〇 ×
永田歯科医院 22・3511 〇 〇 〇 〇 〇 〇
山崎歯科医院 24・3961 〇 × 〇 × 〇 ×
松山歯科医院 24・1234 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ユアーズ矯正歯科 25・6057 × × 〇 〇 × ×
大石歯科医院 24・1111 〇 〇 〇 〇 〇 〇
吉泉歯科医院 42・3941 〇 〇 〇 〇 〇 〇
おおくま歯科医院 22・3550 〇 〇 〇 × 〇 〇
みやぞの歯科医院 42・3232 〇 〇 〇 〇 〇 〇　

広
川
町

あららぎ歯科医院 32・4846 〇 〇 〇 〇 〇 〇
いまやま歯科 32・7020 〇 〇 〇 × 〇 〇
もりみつ歯科クリニック 31・1000 〇 〇 〇 〇 × ×
いなとみ歯科クリニック 32・5123 × × 〇 〇 〇 〇　

　
　
　

筑
後
市

高山歯科医院 0942・53・2728 〇 〇 〇 〇 〇 〇
山村歯科医院 0942・53・3106 〇 × 〇 × × ×
永田歯科医院 0942・52・2133 〇 〇 × × 〇 〇
山口歯科医院 0942・53・3256 〇 〇 × × 〇 〇
馬田歯科医院 0942・52・8788 〇 〇 × × × ×
ふじわら歯科医院 0942・52・4067 〇 〇 〇 〇 × ×
本田歯科医院 0942・53・3431 〇 〇 〇 〇 〇 〇
たなか歯科クリニック 0942・48・4184 × × × × 〇 〇
有吉歯科クリニック 0942・27・9844 〇 〇 × × 〇 ×
よしいずみ歯科 0942・42・3555 〇 〇 〇 × 〇 〇
むらかみ歯科小児歯科 0942・52・5290 〇 〇 〇 〇 〇 〇
立岡歯科医院 0942・53・3070 〇 〇 〇 × 〇 〇

【休日当番薬局】日曜日・祝日に開いている薬局を、八女筑後薬剤師会のホー
ムページ（http://ycpa.info）で確認することができます。

▼夜間小児救急医療受付（19:00～21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）
▼日祝日小児救急医療受付（9:00～14:30）

【4月】29㈷・30㉁
【5月】1㈷ ・3㈷・4㈷・5㈷・19㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【4月】28㈰
【5月】6㉁・12㈰・26㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00～7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

連休・5月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
4月28日（日）
城戸医院（鵜池） 23・5303
中島医院（黒木町） 42・0235
大淵歯科医院（本村） 23・4823
4月29日（祝）
東洋医学ひぐちクリニック（大島） 23・2765
中村内科医院（立花町） 37・1601
永田歯科医院（宅間田）  22・3511
4月30日（休）
今里整形外科（高塚） 23・7715
林　医院（立花町） 23・5557
5月1日（祝）
藤本産婦人科小児科（東宮野町） 23・2733
原　医院（黒木町） 42・0336
山下眼科医院（筑後市）0942・53・2225
5月2日（休）
いしもと小児科（岩崎） 22・7111
辺春診療所（立花町） 36・0010

江崎耳鼻咽喉科（筑後市）0942・53・2347
5月3日（祝）
麻生医院（宅間田） 23・5800
耳納高原病院（星野村） 52・3135
馬田歯科医院（筑後市） 0942・52・8788
吉泉歯科医院（黒木町） 42・3941
5月4日（祝）
山田医院（東唐人町） 23・4853
みやざき内科（立花町） 37・0008
大渕耳鼻咽喉科（八女市）　23・2811
高山歯科医院（筑後市） 0942・53・2728
あららぎ歯科医院（広川町） 32・4846
5月5日（祝）
古賀泌尿器科（馬場）  24・3121
矢部診療所（矢部村） 47・2700
あまの歯科医院（筑後市） 0942・51・1113
堤歯科医院（立花町） 37・1470

5月6日（休）
吉山クリニック（稲富）  30・2200
山口医院（星野村） 52・3131
大津歯科医院（筑後市） 0942・53・1153
ほり歯科医院（立花町） 25・6480
5月12日（日）
よしだ胃腸内科クリニック（室岡） 23・3806
矢部診療所（矢部村） 47・2700
おおぶち歯科医院（筑後市） 0942・51・1551
5月19日（日）
草場内科循環器科（納楚） 23・5171
辺春診療所（立花町） 36・0010
吉田眼科医院（筑後市）0942・54・1888
ふじわら歯科医院（筑後市） 0942・52・4067
5月26日（日）
今里整形外科（高塚） 23・7715
林　医院（立花町） 23・5557
おおくま歯科医院（立花町）  22・3550

【公立八女総合病院】
大型連休の診療体制について
4 月28日㈰から 5 月6日㈪まで休診
します（救急対応は 24 時間行います）。
上記期間中でも４月30日と5 月3日
は通常の外来診療に準ずる体制をと
り診療します。※医師不在の診療科も
ありますので、詳しくは総合受付（☎
２３・４１３１）まで問い合わせください。

▼ 4 月 30 日～ 5 月 2 日の休日診療所（歯科医院）
　※診療時間は各診療所へ問い合わせください。 24 時間体制医療機関

4/28㈰ 姫野病院（広川町） 32・3611
4/29㈷ 川﨑病院（納楚） 23・3005
4/30㉁ 筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511
5/1㈷ 馬場病院（広川町） 32・3511
5/2㉁ 柳病院（吉田） 23・2176
5/3㈷ 公立八女総合病院（高塚） 23・4131
5/4㈷ 川﨑病院（納楚） 23・3005
5/5㈷ 筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511
5/6㉁ 横田病院（広川町） 32・1115
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4 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

4 /29(月・祝)
今、注目の新進気鋭ギタリスト
三
み よ し  ゆ う す け

良裕亮＆上
う え の  め  み

野芽実ジョイントコンサート
( デュオ ) 藤井眞吾／ラプソディ ジャパン  ほか

ハーモニー 16:00
   一般 2,000 円

  友の会 1,500 円
（当日各 500円増）

おりなす八女 22・5332

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

イザイ／
タレガ／ アルハンブラの思い出（ギター・ソロ）

無伴奏ヴァイオリン・ソナタ 第 6 番（ヴァイオリン・ソロ）

協奏風ソナタ  イ長調 

〈プログラム〉

（全席自由) 

5/31(金)

ハーモニーホール

ライナー・キュッヒル&福田進一 デュオコンサート

１5:00 開演

１8:30 開演

（ 全席指定 )                                               

（ 全席指定 )                                               

一般 3,500 円                                              

一般 800 円                                              

友の会 3,000 円                                             高校生以下 1,000 円                                             

高校生以下 500円                                              

5/26(日)

5/5 (日)・6日(月・休)

第26 回 八女学院ウインドアンサンブル 定期演奏会

5/4 (土) 公開ゲネプロ

ハーモニーホール１3:30 開演

主催：八女学院中学・高等学校吹奏楽部／ 同校吹奏楽部OB会
お問合せ：同校吹奏楽部 ( 担当：高山)  ☎ 23・5111

入 場 無 料（要入 場 整 理 券）

2003 年 I WiSH の ai として人気番組の主題歌「明日への扉」でデビュー。
2006 年 本格的にソロ活動をスタート。
代表曲「旅立ちの日に・・・」は、卒業ソングの定番曲として大人気を誇る 1 曲 となっている。
2019 年 デビュー 16 周年を迎えた。

パガニーニ／
パガニーニ／

チェントーネ・ディ・ソナタ 第１番
ほか

オーストリア生まれ。1971 年 ウィ－ン・フィルハーモニー管弦楽団、ウィ－ン国立歌劇場
管弦楽団のコンサートマスターに就任。2016 年 同管弦楽団および同国立歌劇場管弦楽団
のコンサートマスターを退任。’17 年 4 月より N 響ゲスト・コンサートマスターを務める。

大阪生まれ。パリ・エコールノルマル音楽院卒業。1981年パリ国際ギターコンクール優勝。以後、
35年にわたり、ソロ・リサイタル、オーケストラとの協演を重ね、世界を舞台に意欲的な活動を展開。

ライナー・キュッヒル（ヴァイオリン）

福田進一（ギター）

川嶋あい LIVE TOUR 2019 ～ 雨足 ～

一般 4,200 円                                              
※3 歳未満無料、ただし席が必要な場合は有料                                          
共 催：つばさプラス・ＢＥＡ

 （当日 4,800 円）
はちひめホール

おりなす友の会  4月11日(木)～ ／ 一 般 4 月26日(金)～チケット発売

UGE

4 /20(土)
はちひめホール

第36回 の発表会～～春

客演指揮／深町 宏（サックス奏者）
♪月光 ♪愛の挨拶
♪交響曲第 40 番より

入場無料

♪「歴史秘話ヒストリア」
　  より「STORIA」

１8:30 開演

〈プログラム〉

初心者のためのギター教室受講生と、
UGE 主催各ギター教室受講生の発表会。
1年間の成果をお楽しみください。 
UGEギターオーケストラの演奏もあります。

Spring
Concert

ほか

主催・問合：UGE八女ギター室内合奏団  ☎22・4033
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防 ファーストメディア（株）と連携協定
災の充実にＩＴ企業の技術を

　3月19日㈫にファーストメディア株式会社と「防災情
報等の提供に関する協定」を締結しました。
　今回の協定では、同社が開発したアプリ「防災情報
全国避難所ガイド」を利用することで、現在位置から
市内の避難所の直線距離や方角、安否情報、防災情
報を確認することができます。
　調印式で三田村市長は「今、多くの人はスマート
フォンなどのＧＰＳ機能搭載の機器を持っていて、こ
のアプリを利用することが避難行動の一助になるもの
と期待しています」とあいさつ。ファーストメディア
株式会社の山﨑佳一代表取締役社長は「東日本大震
災をきっかけにこのアプリを開発しました。今後ラグ
ビーワールドカップやオリンピックなどが開催されま
すが、多言語対応を充実させるなど、さらにこのアプ
リをバージョンアップさせ社会に役立つものにしてい
きます」と抱負を述べました。

桜 筑後地区を中心に８高校が参加
花杯の栄冠に輝いたのは

　第23回八女市長杯（桜花杯）高校サッカー大会が
３月９日㈯と10日㈰に、八女東部スポーツ公園「グ
リーンフィールド八女」で行われました。結果は次の
とおりです。
優勝＝筑陽学園高校（大宰府市）
準優勝＝誠修高校（大牟田市）
第３位＝久留米高校（久留米市）

通 新入学児童に防犯ブザーをプレゼント
学時の安全・安心を

　新入学児童の安全・安心な学校生活を願い３月15
日㈮、八女地区防犯協会（三田村統之会長）から八女
市・広川町の教育委員会に６７３個の防犯ブザーが贈
られました。八女市の橋本教育長は「防犯ブザーは使
わないにこしたことはないが、いざという時に役立て
ていきたい」とお礼のあいさつ。この防犯ブザーは、
各学校を通じて、新入学児童に配布されます。

大「ともだちや」で人気の内田麟太郎さん講演会
人気絵本シリーズ制作の裏話も

　岩戸山歴史文化交流館「い
わいの郷」で3月23日㈯、絵
詞作家・内田麟太郎さんの
講演会「わた詩の絵本」が行
われ、市内外から親子など約
120人が参加しました。
　子どもたちに大人気の「お
れたち、ともだち！」シリーズ
（現在13作品）の制作裏話な
どが披露され、絵を担当した
降矢ななさんとのエピソード
などには会場から笑いが起き
ていました。
　会場には移動図書館車「本
の森ぶっくるん号」も来て、
絵本を手に取る子どもたちで賑わいました。

優勝した筑陽学園高校




